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.
開
戰
當
時
の
外
交
事
情
を
說
明
せ
る
著
書
論
文
等
は 

本
邦
に
於
て
も
旣
に
港
干
發
行
せ
&
れ
れ
れ
と
，
評
苕 

.の
知
れ
る
‘眼
に
於
て
は
未
だ
本
書
の
如
く
委
曲
を
盡
せ 

る
も
の
は
ゎ
ら
ず
。
本
書
は
題
し
て『

一
九1

四
年
七 

月
廿
四
日
ょ
b
八
月
四
H
ま
で
十
二
日
間
の
歷
史
、

一
 

名
公
文
書
に
基
け
る
開
戰
前
外
交
記
事』

VJ

云
ひ
菊
判 

四
西
茛
の
大
册
子
に
し
て
*
之
を
ニ
編
に
分
ち
、
第
a 

繃
十
三
章
は
塊
塞
關
係
に
傘
を
起
し
て
獨
逸
マj

露
®
雨 

國
ど
の
開
戰
ま
で
の
交
涉
を
詳
述
し
、
：第
威
縮
四
章
は 

白
耳
義
中
立
侵
害
，
英
國
交
戰
參
加
の
事
情
を
說
明
せ
. 

i

o
英
固
政
府
が
先
頃
‘一

九一

五
.年

度

靑

書

雜

の

部

第 

十
號
ビ
し
て『

開
戰
關
係
外
交
文
書
大
全』

o
c日alete

. 

第
十
號
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一
ニ
ニ

Dipio

s.atic 

D
o
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 Ralating to the 

outbreak 

of the 

E
u
r
o
p
e
a
n W

a
r

 (

價

覺

恶)

を

出

版

し

、j

册 

子

，の

ぅ

ち

に

英

怫

白

露
獨
諸
國
政
府
發
表
の
公
文
«

は 

对
8&
澳
國
の
.『

紅

.#j

塞

國

のr

靑
書』

の
英
譯
を
も 

網
羅
し
、
且
以
上
の
諸
國
が
最
近
に
於
て
發
表
せ
る
續 

篇
を
も
收
め
た
る
ょ
6
開
戰
當
時
の
外
交
關
係
硏
究
* 

に
は
極
め
て
便
利
な
れ
る
が
"
本
文
芄
西
四
十
四
頁 

の
公
文
畲
集
.に
對
し
て
は
或
は
d
羊
の
嘆
な
き
能
は
ざ 

る
可
し
0
然
る
に
へ
ド
ラ
ム
庆
は
以
上
の
公
文
®
を
悉 

く
精
讀
し
十
分
に
咀
嚼
し
、
交
涉
發
展
の
次
序
を
追
a 

て
外
交
文
書
を
收
錄
し
わ
れ
ば
"1

JS
*
書
を
«
く
時 

は
容
易
に
彼
の
時
日
を
颠
倒
し
て
駁
辯
を
試
む
る
獅
逸 

政
府
の
詐
術
を
看
破
し
得
可
き
な
^
V
O
.

へ
ド
ラ
ム
氏
は
ヶ
ム
ブ
リ
ッ
デ
大
學
の
出
身
に
し
て 

敎
育
院

R

於
て
中
等
敎
育
視
學
官
の
職
に
わ
れ
と
，
史 

學
の
造
詣
'も
亦
深
く
、
管
て
伯
林

*

#

R

#

#

せ
る
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>
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ビ
スマ： .

1

ク
傳』

『

獨
逸
帝
國
再
興
史』

等
0

,著
書 

わ
A

T

大
英
西
科
全
鄭
第
十1

版』

の
獅
塊
兩
國
の
膝

史
俜
記
等
も
多
く
氏
の
執
筆
^
係
れ
り
。
蕋
し
英
國
の 

現
代
歷
史
家
に
於
て
最
も
獨
塊
の
事
情
に
精
通
せ
る
も 

の
、
の
.
1人
に
し
て
”
彼
の
藏
相
へ
ル
フ
ス
ー
リ
ヒ
氏 

の
著
•書
を
は
じ
め
獨
逸
侧
の
開
戰
貴
任
論
を
も
十
分
に 

參
照
せ
る
も
の
、
如
し
o
獨
燠
兩
國
就
中
獨
逸
政
府
の 

公
表
せ
る
外
交
文
書
極
め
て
貧
弱
：に
し
て
"
著
潘
も
遺 

慽
ど
せ
る
が
如
く
獅
燠
厕
國
交
涉
の
眞
相
を
詳
に
し
雛 

き
も
の
6
り
ビ
雖
も
、
思
ふ
に
雨
國
政
府
の
間
に
交
換 

'さ
れ
た
る
公
文
書
は
當
分
秘
密
の
ぅ
ち
に
封
せ
ら
る
可 

け
れ
ば
"
本
書
は
開
戰
當
時
の
外
交
史
ど
し
て
永
く
を 

の
價
値
を
減
中
る
こ
ビ
な
か
る
可
し0

或
は
こ
の
秘
省 

.

の
.暴

露

は

燃

犀

な

る

史

服

を

以

て

谷

國

政

府

の

外

交

文 

書
を
硏
究
し
て
得
れ
る
へ
ド
ラ
ム
氏
の
結
論
を
證
明
す 

る
に
過
ぎ
ざ
&
ん
°,

本
書
は
六
月
中
旬
の
發
行
な
る
が
、『

タ
イ
ム
ス』

の 

書

評

週

報

は

七

月

九

日

號

に

於

て

初

.め
て
之
を
紹
介
せ 

>
9
0是
れ
評
潜
が
精
讀
:.
0

後
に
ぁ
ら
ざ
^
ば
容
易
に
之 

を
月
旦
せ
ざ
る
が
爲
め
な
&
ん
o
然
る
に
本
’年
度
の『

•&

笫

九

饴
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九
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に
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に

本

書
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へ
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ま

が
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薇
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翁

の

；
信

用

高
 

く
し
て
發
行
前
ょ

6

,

大
に
期
待
を
觸
さ

れ
し
が
爲
な
ら 

ん
.

o

英

國

が

塊

塞

交

渉

.の

當

初

ょ

り

兩

國

同

盟

ど

一
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f r

動
を
執
る
可
し

V

J

聲
明
せ
ん
こ
を
耍
求
せ
&
れ
し 

も
"

之
に
應
せ
ざ
り
し
に
付
い
で
は
"
殊
に
怫
國
に
於 

て
非
難
の
高
き
も
の
| >

り
き
。
こ
の
非
雛
に
對
し
英
國 

侧
に
於
て
は
或
は
英
國
の
政
體
之
を
許
さ
ず
云
ひ

"
 

或

は
'®
し

英

國

に

し

て

倉

農

か

 

>
る
聲
明
を
爲
さ
ん
か 

却
て
獨
逸
の
戰
意
を
挑
發
せ
し
な
ら
ん

S

云
へ
る
が
、
 

こ
の
點
に
關
し
て
は
へ
ド
ラ
ム
氏
も
極
力
英
國
の
爲

R

 

辯
す
る
所
わ
り
。
然
れ
ど
も
八
月

j

日
に
茧
り
英
亂
皇 

帝
が
。ホ
ア
ン
力
レ
ー
大
^
®
に
答
へ
て
聲
明
の
困
雛
な 

る
を
說
き
之
を
拒
絕
せ
し
こ
マj

を
叙
す
る
や
、
氏
は
當 

時
の
事
犄
忙
於
て
は
か
く
囘
答
す：

る
の
外
な
か

6

き
ヾ
し 

云
へ
る
が
、

M

に
語
を
績
け
て

>

 

r

而
.
も

吾

人

は

_
こ

の 

瞬
間
に
於
て
右
の
囘
答
以
上
忙
出
づ
る
を
能
は
ざ

6

^

 

こ
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を
深
く
遺
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斷
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る
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炉

、
る
公
^
な 

る
意
見
の
散
見
す
る
が
爲
な
办
o

1

O

H

Mに
サ
I
® 

n

ド
ジ
ー
ド
が
駐
觸
大
使
官
參
事
官
に
寄
せ
た
る
文
書 

の
第i

節
に
猶
怫
伊
$
?>
る
.可
き
を
^
^
露
ど
せ
る
は 

旣
に
を
の
誤
譲
な
る
こ
ど
を『
開
戰
關
係
外
交
文
書
大 

全』

.
に
は
_指
摘
し
6
ぅ
、
然
る
に
本
書
は『

青
書J

.

の 

當
初
の
誤
を
訂
正
せ
ず
"
又
ニ
四1
頁
^
於
て
は
デ
オ 

9
ツ
チ
を
伊
國
外
相
マ

J

な

せ
-

さ

れ

ど

か

、
る
大
著 

R
於
て
若
干
の
誤
®
あ
る
^
も
之
を
咎
む
る
Y」
を
寧
ろ 

非
常
識
な
ら
め
o

伹
し
最
後
に1

言
し
度
き
は
本
書
の
表
®
な
6

0
今 

囘
の
大
戰
劳
し
人
類
の
凶
事
な
^
^

」

せ
ば
ゝ
寧
ろ
之
を
. 
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VJ 
改
め
た
る
方
趣

味
深
き
に
わ
ら
ざ
る
か
"
十
1
|
1の
數
は
歟
米
人
が1

種 

の
速
信
ょ
6
凶

兆

ミ

し

て

忌

む

所

"

而

し

て

戰

端

破

裂 

を
促
し
れ
る
外
交
上
の
交
涉
は
本
書
の
表
題
^
示
す
が 

如
く
七
:^
ニ

十

四

日

に

開

始

さ

れ

す

し

て

"
七

月

ニ

十 

一

1.1"

日

燠

國

政

府

が

.
塞

國

に

對

し

て

最

後

通

牒

的

な

る

外

. 

第
十
號
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交

：上

の

®
.
書

を

提

出

し

れ

る

に

始

ま

る

に

於

て

お

や

。 

抑
も
亦
碩
學
へ
ド
ラ
ム
氏
，に
も
亦
-J

の
十
三
の
數
を
忌 

む
の
速
信
わ
ぅ
て
、
戰
役
終
局
の
結
染
の
協
商
侧
の
勝 

利
に
わ
ら
ん
こ
ど
を
期
待
し
つ
>

.;
"
故
らf

十
三
日
間 

の
歷
史1

ざ
命
名
す
る
こ
^
を
避
け
た
る
に
や
。

高
島
佐
：r

郞
著r

金

融

の

原

理

』

大
疋
因
年
九
月
i

寶
苽
館
發
行
.

猫
版
三
百
九
十
八
頁
定
價
赍
回
五
拾
錢

本
翦
It
/<
:
丨
ヵ
I
氏

蕃『

现
金
と
信
;1
1
.
5な
補
n

tt
.る
t

の
な
り
。 

パ
—
力
—
氏

(
p
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A
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a
r
k
e
r
)
；.

の
原
發 

C
&
K
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n
d

 

c
r
e
d
i
t
.
(

千
九 

W
十II

牢
倫
敦
出
發y

は
劍
椾
大
學
科
舉
丈
^
餞
#
の
一
册
と
し
て
上 

梓
せ
ら
れ
し
一
小
冊
子
な
る
が
、
.•平
^
達
意
の
丈
.難

^

以

て

货

游

と

信
 

用
.の
關
係
*
命
融
の
原
則
、
外
國
爲
膝
の
煺
理
，
英
捌
銀
行
と
金
融
市 

揚
と
の
關
係
か
明
快
に
說
述
せ
る1

好
發
对
リ
o
殊
1
!信

川

放|-
國

際
 

金
融
の
原
51
の
國
解
は
着
漪
獨
#-
の
港
案
じ
係
る
も
の
1
1
1ズ
、
議
 

な
^
是
等
原
則
の
了
解
1;
資
す
る
所
小
\
|
>ら
ず
。

補
譯
卷
高
岛
氏
は
展
京
高
等
商
業
缇
校
寐
攻
部
|:
於
て
金
融
#
か
攻 

究
：せ
ら
れ
、
数
印
前
：卒
業
せ
>
れ
て
文
り
暫
ら
く
中
央
大
學
に
.於
.て
銀 

行
論
等
.か
餓
餞
せ
ら
れ
"
昨
今
は
小
樹
高
等
押
梁
掛
校
に
於
て
生
と
し

て
金
融
論
の
講
座
か
^
任
せ
ら
れ
つ
、
あ
り
。
氏
は
最
迚
數
年
問
|-
於 

て
幾
多
擧
術
雜
錄
|-
於
て
成
(1
外
隞
知
名
の
绺
卷
の
纸
1-
戍
ゐ
金
融
腧 

か
紹
介
し
、
成
は
此
間
艇
|-
'
關
す
る
氏
獨
特
5
研
究
か
發
聚
ぜ
ら
れ
し 

蔣
學
漪
に
し
て
、
木
誌
も
旣
U
数
同
氏
の
論
文
.か
揭
出
す
石
の
榮
か
得 

れ
る
は
賭
逝
の
記
憶
オ
る
所
な
る
可
し
。
さ
れ
•は
、
氏
は
パ
-
ヵ
|
氏 

著
述
の
紹
介
潜
と
し
て
傾
ろ
適
任
^
り
と
一
方
は
ざ
る
可
か
ら
ず
0
加
之
、

一
 

高
岛
氏
は
取
じ
パ-

力
ー
成
齋
窗
の
內
容
か
n

m
す
る
^
滿
足
せ
ず
し

て
、
パ
ク
オ
少
ト
、
ク
レ
1
ア
、

二 n

ル
ソ
ゾ、

却
-
-

シ
ス
ノ
7-
ィ

ツ

\ 

y
- 

^
—、n

ナ
ゾ
ト
、
方
ブ
ス
ト
、
ヤ
少
フH

、

リ
1
サ
1
等

の

货

幣j 

銀
行
論
の
大
家
の
訛
を
黎
陬
し
て
パ
ー
ヵ
I
氏
の
說
か
敷
衍
し
、
加
ふ 

る
じ
自
冢
の
觅
解
か
揶
み
て
阼
容
か
宛
實
す
る
1-
努
め
れ
る
結
粜
、
高 

島
氏
の
補
譁
は
分
蛩
|-
於
て
原
蓊
の
約
ニ
倍
じ
相
常
す
る
>
如
し
。
但 

し
補
譯
は
质
锴
の
雄
節
か
迫
へ
5
か
以
て
、
金
髖
の
結
檇
は
パ
|
ヵ
ー 

氏
の
.奢
帯
と
同
り
と
！

K

ふ
か
得
る
が
姐
し
。

. 

一

水
喾
は
班
-
U附
錄
と
し
て『

ィ

：̂
1ノ
5
グ
ク
0-
汐
ヤ
ー
ナ
ル』
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_
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二
論
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 nov. 

ltD
i
^
隊̂
觸
し
、
本
文
l：
於
て
解
說
せ 

る
^:
融
の
原
則
が
今
次
の
大
戦
じ
際
し
て
英
駒
じ
於
て
如
何
に
働
き
つ 

、
め
^
か
^
示
す
の
一
助
と
せ
'リ
0
補̂
識
堪
の
用
意
周
菜
^
る
之
.̂

以 

て
も
察
知
マ
る
^
難
し
と
せ
ず
。

.

龄
九
卷
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r
l
p
l

)

批
評
と
紹
介

ボ
截
は
.貨
艄
鑄
造
，紙
游
鞔
行
の
技
術
、乂
は
銀
杆
の
組
織
"
經
锬
等 

の
技
術
%
訛
明
す
る
も
か
1-
非
ず
し
V

I

.

，一
國
內
M
1-
國
隙
間
|-
於
け 

る
信
用
屮
领
の
m
本
原
理
^
解
明
マ
る
も
の
に
し
て
*
茹
く
1
實
漿
し 

趣
味
^
有
し
、
焚
業
と
金
.融
と
の
關
係
.の
密
接
な
る
は
怡
も
身
體
と
血 

波
の
循
現
と
の
關
係
の
密
接
^
る
に
興
^
ら
ざ
る
か
知
れ
る
潘
の
座
右 
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